
部局運営⽅針
健康医療部・令和７年度部局運営⽅針

健康医療部では、府⺠のいのちと健康を守るため、「地域医療の充実確保」「健康づくりの推進」 「地域保健、感染症対策」 「国⺠健康保険財政の安定的な運営」
「医薬品、⾷品、⽔等の安全性確保」等の各施策に総合的に取り組んでいます。令和７年度は、万博開催や健康医療分野のDX化に向けた取り組みや
災害対応⼒強化に努めつつ、次の４つのテーマに重点的に取り組みます。

⼤阪・関⻄万博の開催を契機に府⺠の主体的な健康づくりの取組みを推進するとともに、市町村保健事業の⽀援等の強化や、保険財政の安定的運営を図ります。
〔主な取組み〕
■健康寿命延伸に向けた健康づくりの推進（「健活10」を軸とした健康づくり活動の普及啓発、受動喫煙防⽌対策の推進、がん・肝炎対策の充実など）
■万博開催を契機とした健康づくりの推進（EXPOホールでの「健活10イベント」の開催）
■市町村保健事業の⽀援強化やデータヘルスの推進（ 「アスマイル」の会員増加に向けた取組み強化、ヘルスアップ⽀援事業や⼤学・研究機関と連携した市町村⽀援の推進など）
■国⺠健康保険財政の安定的な運営（医療費の適正化に向けた取組み、市町村と連携したPDCAサイクルに基づく進捗管理など）

重点テーマ３︓データヘルスの推進や保健ガバナンスの強化等による健康寿命の延伸と医療費適正化

南海トラフ巨⼤地震などの⾃然災害等に備え、今後の災害への対策や対応⼒強化に取り組みます。また、新型コロナへの対応の検証も踏まえ、平時からの備えを確実にし、今後の感
染症によるパンデミックに対応できる体制の構築に取り組みます。
〔主な取組み〕
■令和６年能登半島地震など、近年の災害発⽣状況等を踏まえた災害医療体制の強化等（保健所の機能強化、難病患者等要配慮者への⽀援、DMATの派遣体制強化など）
■感染症パンデミックに向けた対応⼒の強化（協定締結による医療提供体制の確保、⼤安研を中⼼としたリスク評価ネットワーク体制の構築や健康危機管理体制の強化など）
■⼤阪・関⻄万博の開催期間における様々なリスクに対応できる感染症対策の実施（万博感染症情報解析センターによる感染症の発⽣・流⾏・病原体情報の収集・分析、
下⽔サーベイランスの実証研究など）、多⾔語化による感染症予防等の啓発、HIV・梅毒・⿇しん・⾵しんをはじめとする感染症への対応強化

少⼦化・超⾼齢社会における医療需要の変化を踏まえ、府⺠が住み慣れた地域で必要な医療・介護サービスの提供を受けることができるよう、地域医療の充実を図るとともに、ギャン
ブル等依存症、アルコール依存症や⾃殺対策等こころの健康問題への対応を強化します。
〔主な取組み〕
■地域の実情に沿った医療提供体制の構築（地域医療構想の推進や医師の働き⽅改⾰の取組⽀援、救急災害医療や⼩児・周産期医療の推進、在宅医療の充実・⼈⽣会議の普及啓発、
難病・循環器病対策の推進）

■万博開催期間における救急医療体制実施計画に基づく医療機関との協⼒体制の実施
■ギャンブル等依存症対策の更なる強化（第３期計画の策定検討、「（仮称）⼤阪依存症センター」の設置に向けた検討など）
■若年層等への相談体制の強化など⾃殺対策の推進
■将来の妊娠のための健康教育を促す取組みであるプレコンセプションケアの推進や妊娠を希望する⼥性への⽀援（講座、AMH検査助成、卵⼦凍結助成など）

⽔道事業の基盤強化、医薬品・医薬機器の適正使⽤及び薬物乱⽤防⽌啓発の推進、環境衛⽣・薬事・⾷品関係施設への監視指導等を⾏い、⽇常⽣活を⽀える公衆衛⽣の向上をめざします。
〔主な取組み〕
■広域化等による⽔道事業の基盤強化の推進（企業団と市町村⽔道事業者との統合促進、府⺠理解の促進など）、⽔道施設等の更新・耐震化の促進
■⾼齢者の多剤・重複投薬による課題の対策や後発医薬品の安⼼使⽤の促進（電⼦処⽅箋の普及促進、地域連携薬局等の取組⽀援、地域フォーミュラリの運⽤⽀援など）
■効果的な啓発⼿法による若年層向け薬物乱⽤防⽌対策の推進、治験の実施環境の整備・活⽤促進（府内の分散型治験環境のネットワークを活⽤した治験促進など）
■万博会場内等における環境・⾷品衛⽣の啓発・監視指導、⾷の安全安⼼の確保、宿泊施設の衛⽣管理・宿泊マナー向上の啓発

重点テーマ４︓⽇常⽣活を⽀える公衆衛⽣の向上

重点テーマ１︓災害対応⼒の強化と今後の感染症によるパンデミックに備えた取組強化

重点テーマ２︓地域医療の充実とギャンブル等依存症をはじめとするこころの健康問題への対応強化


